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平
成
二
〇
年
九
月
一
〇
日
（
水
）
と
一
一
日

（
木
）
の
二
日
間
、
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

の
ホ
テ
ル
、
ル
ポ
ー
ル
麹
町
（
麹
町
会
館
）
で

「
平
成
二
〇
年
度
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
に
関
す
る

研
究
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
研
究
会
は
、
平
成
一
一
年
度
か
ら
現
在
の

形
で
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
、

共
済
組
合
等
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
員
及
び
相

談
業
務
担
当
者
を
対
象
と
し
て
、
相
談
技
法
の

向
上
な
ど
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
の
充
実
、
相
談

員
や
相
談
業
務
担
当
者
相
互
の
情
報
交
換
等
に

よ
る
相
互
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
講
演
は
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

等
を
踏
ま
え
、「
相
談
技
法
関
係
」、「
生
き
が

い
関
係
」
及
び
「
家
庭
経
済
関
係
」
に
関
す
る

内
容
を
設
定
し
ま
し
た
。

各
講
演
の
紹
介

講
演
１
「
相
談
業
務
を
行
う
上
で
の
心
構
え
と

関
わ
り
方
」

最
初
の
講
演
は
、
株
式
会
社
パ
ト
ス
か
ら
講

師
を
お
招
き
し
、「
相
談
員
業
務
の
基
礎
知
識

と
技
法
」
と
題
し
て
、
相
談
員
に
必
要
な
心
構

●
印
象
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

・
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
る
手
段
は
、

①
言
葉
の
チ
ャ
ン
ネ
ル（
言
葉
選
び（
遣
い
）、

話
の
内
容
な
ど
）、
②
声
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
声

の
抑
揚
、
話
の
ス
ピ
ー
ド
、
声
の
ト
ー
ン
な

ど
）、
③
身
体
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
表
情
・
目

の
輝
き
、
身
振
り
・
手
振
り
な
ど
）
の
三
つ

に
分
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、
こ
の

三
要
素
が
互
い
に
補
う
よ
う
に
同
時
に
働
か

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
人
が
初
対
面
で
受
け
る
印
象
の
決
定
要
素
を

実
験
に
よ
っ
て
分
析
し
た 

「
メ
ラ
ビ
ア
ン
の

法
則
」
に
よ
れ
ば
、
印
象
の
決
定
要
因
は
言

葉
の
印
象
（
七
％
）、
非
言
語
要
素
で
あ
る

身
体
（
五
五
％
）、
声
（
三
八
％
）
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
相
談
を
受
け
る
と
き
の
腕
組
み
や
足
組
み
は
、

相
手
を
拒
絶
す
る
サ
イ
ン
、
防
衛
反
応
の
表

れ
と
受
け
取
ら
れ
る
か
ら
避
け
る
べ
き
で
す
。

手
は
常
に
相
手
か
ら
見
え
る
よ
う
に
し
、
無

駄
な
動
き
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
表

情
は
眉
と
口
元
で
決
ま
る
と
言
わ
れ
、
口
の

両
端
が
上
が
り
気
味
の
方
が
柔
和
に
見
え
る

の
で
、
自
分
の
口
元
が
上
が
り
気
味
か
下
が

え
と
技
術
で
あ
る
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ス
キ
ル
・

コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
」
に
つ
い
て
、
実
践
習
得
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
概
要

●
相
談
業
務
で
用
い
ら
れ
る
技
法

・
相
談
業
務
で
用
い
ら
れ
る
技
法
に
は
、
コ
ー

チ
ン
グ
ス
キ
ル
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ス
キ
ル

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
は
、

目
標
達
成
や
自
己
実
現
を
図
る
自
己
改
善

技
法
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
自
己
課

題
を
設
定
す
る
場
合
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ス
キ
ル
は
、
悩
み
を
も
つ

人
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
悩
み
の
解
消
を
図

る
技
法
で
あ
り
、
本
人
の
癒
し
や
回
復
と
な

る
よ
う
、
心
の
持
ち
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
こ
と
な
ど
が
よ
く
あ
る
例
で
す
。

・
い
ず
れ
の
技
法
に
お
い
て
も
、
ベ
ー
ス
と
な

る
も
の
は
、
相
談
員
と
悩
み
を
も
つ
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
信
頼
関
係
の

構
築
で
す
。
相
談
員
は
、
悩
み
を
も
つ
人
が

自
分
自
身
で
答
え
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

「
平
成
20
年
度  

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
に
関
す
る

研
究
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
！
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・
相
談
員
は
、
相
談
者
が
部
屋
に
入
っ
て
く
る

と
き
か
ら
関
係
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
意
識
す
べ
き
こ
と
や
、
相
談
に
集
中
で
き

る
時
間
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
相
談
時
間

を
予
め
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

講
演
２
「
人
生
、
勝
負
は
後
半
に
あ
り
！
〜
生

き
が
い
づ
く
り
〜
」

社
会
教
育
家
と
し
て
全
国
的
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
田
中
真
澄
先
生
か
ら
「
人
生
、
勝
負
は
後

半
に
あ
り
！
〜
生
き
が
い
づ
く
り
〜
」と
題
し
て
、

講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
概
要

●
凡
人
の
成
功
哲
学

・
世
の
中
に
は
九
九
％
の
「
凡
人
」
と
一
％
の

「
秀
才
」
と
呼
ば
れ
る
人
達
が
い
ま
す
。
そ

の
実
力
差
は
秀
才
二
に
対
し
凡
人
一
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
凡
人
は
「
普
通
の
人(

普
通

凡
人)

」「
怠
け
る
人(

怠
け
凡
人)

」「
努
力

す
る
人(

勤
勉
凡
人)

」の
三
種
類
に
分
か
れ
、

普
通
凡
人
の
実
力
を
一
と
す
る
な
ら
、
怠
け

凡
人
は
〇
・
九
九
、
勤
勉
凡
人
は
一
・
〇
一

で
す
。
し
か
し
、「
凡
人
」
で
あ
る
こ
と
を

人
生
ず
っ
と
続
け
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

数
値
を
一
〇
〇
乗
し
て
い
く
と
、
そ
の
結
果

は
普
通
凡
人
一
で
変
わ
ら
ず
、
怠
け
凡
人
は

〇
・
三
六
と
大
き
く
落
ち
込
み
、
勤
勉
凡
人

は
二
・
七
〇
と
な
り
、
最
終
的
に
は
秀
才
の

実
力
二
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

・
時
流
を
読
む
こ
と
は
大
切
で
す
。
世
界
は
寡

占
化
（大

＞
小

）
か
ら
多
占
化
（大

≦
小

）

の
時
代
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
凡
人
が

成
功
す
る
に
は
大
企
業
へ
の
就
職
で
は
な
く
、

自
分
で
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
、
コ
ツ
コ

ツ
と
や
る
こ
と
で
す
。
成
功
の
条
件
は
学
歴

や
家
柄
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
根
を
張
る
こ

と
、
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
三
つ
の
「
観
」
を

持
つ
こ
と
で
す
。

●
人
生
観
〜
人
生
一
〇
〇
年
時
代
へ
〜
「
終
身

現
役
」

・
多
く
の
日
本
人
が「
会
社
で
定
年
ま
で
働
き
、

あ
と
は
退
職
金
で
楽
し
く
余
生
を
す
ご
す
」

こ
と
が
良
い
人
生
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
昭
和
三
〇
年
代
、
定
年
後
七
〇
歳

以
上
生
き
て
い
る
人
が
二
割
に
満
た
な
か
っ

た
時
代
の
考
え
方
で
す
。
今
は
寿
命
が
ど
ん

ど
ん
延
び
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
人
生

一
〇
〇
年
時
代
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
は
一
〇
〇
歳
生
き
る
準
備
を
す
べ
き
で

す
。

・
高
齢
者
の
自
殺
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
番
の

原
因
は
「
生
き
が
い
の
喪
失
」
で
す
。
心
理

学
で
は
生
き
が
い
を「
他
者
と
交
流
す
る
」「
自

分
の
仕
事
が
あ
る
」
こ
と
だ
と
し
て
い
ま
す
。

最
高
の
人
生
は
「
終
身
現
役
」
で
あ
る
こ
と

で
す
。

・
定
年
後
、
何
ら
か
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
国
家
試
験
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
一
番
得
意
な
も
の
を
磨

き
伸
ば
せ
ば
よ
い
の
で
す
。
ど
ん
な
も
の
で

り
気
味
か
を
意
識
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

・
相
談
す
る
時
に
座
る
位
置
は
、
真
正
面
が
対

立
関
係
に
な
る
の
で
、
心
持
ち
左
右
に
ず
れ

た
方
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

真
横
に
座
る
の
は
対
等
の
関
係
と
い
え
ま
す

が
、
相
談
と
し
て
は
あ
ま
り
相
応
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

●
積
極
的
傾
聴
の
基
本
的
考
え
方

・
日
常
生
活
で
は
聞
く
（
単
に
相
手
の
言
葉
を

耳
で
聞
く
）
こ
と
が
中
心
で
す
が
、
相
談
で

は
場
面
に
応
じ
て
聴
く
（
言
葉
だ
け
で
な
く

そ
の
奥
の
本
音
を
聴
く
）
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
悩
み
を
も
つ
人
に
、
あ
い
づ
ち
や

う
な
ず
き
な
ど
で
聴
い
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
や
復
唱
、
要
約
、
明
確
化

な
ど
で
安
心
感
を
抱
か
せ
る
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
は
、
傾
聴
の
技
法
の
一
つ
で
す
。

・
傾
聴
の
目
的
は
、
相
談
者
の
自
己
理
解
を

促
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
話
を
し
て
も
ら
う

こ
と
の
目
的
は
、
相
手
に
感
情
を
開
放
し
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。
相
手
の
言
葉
の
背
後
に

あ
る
も
の
、
相
手
の
言
葉
と
言
葉
の
間
の
沈

黙
の
内
に
語
ら
れ
て
い
る
も
の
を
理
解
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

●
事
例
研
究

・
気
づ
き
や
選
択
を
引
き
出
し
、
高
い
成
果
を

生
み
出
す
た
め
の
質
問
法
や
代
表
的
な
質
問

の
パ
タ
ー
ン
を
習
得
す
る
た
め
、
講
師
が
設

定
し
た
事
例
に
つ
い
て
、講
師
が
話
し
手
（
相

談
者
）、
参
加
者
が
聞
き
手
（
相
談
員
）
に

な
っ
て
、
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
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も
仕
事
に
つ
な
が
り
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
と
は

「
事
業
主
」「
起
業
家
」
で
す
。

●
仕
事
観
〜
三
〇
〇
年
成
功
し
続
け
る
「
富
山

の
薬
売
り
」

・
オ
ー
ナ
ー
で
怖
い
の
は
事
業
を
失
敗
す
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
を
怖
れ
、
多
く
の
人
が
決
断

で
き
な
い
の
で
す
。
し
か
し
三
〇
〇
年
も
続

く
「
富
山
の
薬
売
り
」
の
経
営
方
法
を
知
り
、

こ
こ
に
事
業
を
失
敗
し
な
い
方
法
が
あ
る
と

確
信
し
ま
し
た
。

・
富
山
の
薬
売
り
に
「
七
楽
の
教
え
」
が
あ
り

ま
す
。「
楽
す
れ
ば
楽
が
邪
魔
し
て
楽
な
ら

ず
楽
せ
ぬ
楽
が
は
る
か
楽
々
」。
楽
ば
か
り

考
え
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
現
代
は
「
モ

ノ
余
り
」「
買
い
手
中
心
」
社
会
で
す
。
良

い
顧
客
を
つ
か
む
に
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
な

考
え
で
は
な
く
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
精
神
を

持
つ
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
徹
底
し
た
「
年
中

無
休
、二
四
時
間
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
」
で
す
。

●
能
力
観
〜
専
門
形
成
、
人
間
形
成
、
心
構
え

・
人
間
が
平
等
に
持
つ
能
力
は
「
時
間
」「
こ

と
ば
」「
こ
こ
ろ
」
で
す
。「
時
間
」
は
一
点

集
中
、
こ
つ
こ
つ
と
専
門
形
成
に
使
う
べ
き

で
す
。
定
年
後
に
一
八
年
か
け
て
簿
記
学
校

を
卒
業
し
た
人
が
い
ま
す
。
年
を
と
っ
て
も

能
力
は
落
ち
な
い
の
で
す
。

・「
こ
と
ば
」
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。

ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
（
体
語
）
の
多
用
が
相

手
の
心
に
こ
と
ば
を
届
け
さ
せ
ま
す
。
口
ま

め
、
手
ま
め
、
足
ま
め
で
あ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
手
紙
や
メ
ー
ル
、
訪
問
を
欠
か
さ
ず

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
し
ょ
う
。

・「
こ
こ
ろ
」
は
毎
日
の
心
構
え
の
こ
と
で
一
番

重
要
だ
と
言
え
ま
す
。
心
を
作
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
「
積
極
性
」
で
す
。
初

動
が
大
切
で
す
。
早
起
き
は
能
率
を
上
げ
ま

す
。
歩
く
こ
と
は
若
さ
を
保
ち
活
力
が
出
ま

す
。
し
つ
け
三
原
則
（
あ
い
さ
つ
、
返
事
、

後
始
末
）
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
次
に
「
明

朗
性
」
で
す
。
笑
顔
に
は
最
大
の
集
客
能

力
が
あ
り
ま
す
。
陽
転
思
考
を
持
つ
こ
と
は

人
生
を
明
る
く
変
化
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て「
一

所
懸
命
」
な
姿
勢
は
人
を
感
動
さ
せ
、
支

持
さ
れ
ま
す
。

●
ま
と
め
〜
「
人
生
は
今
日
が
始
ま
り
」

・
今
ま
で
お
話
し
た
こ
と
、
心
構
え
を
毎
日
繰

り
返
し
磨
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
人
生
は
今

日
が
始
ま
り
」
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
、
昨
日
ま
で
は
リ
ハ
ー
サ

ル
で
す
。
自
分
の
一
番
得
意
な
も
の
を
一
つ
、

こ
つ
こ
つ
と
取
り
組
み
続
け
れ
ば
長
い
人
生

は
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

講
演
３
「
長
期
家
計
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
」

一
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ｃ
Ｆ

Ｐ
認
定
者
）、
社
会
保
険
労
務
士
の
栗
林
昭
先

生
か
ら
「
長
期
家
計
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
」
と
題

し
て
、
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
概
要

●
な
ぜ
、
長
期
家
計
プ
ラ
ン
が
必
要
か

・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い
る
人
は
ま
だ
と

て
も
少
な
く
、「
今
後
も
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
」

と
考
え
て
い
る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
点
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
今
の
長
寿
時
代
、
長
い
人
生
を
ど
う
充
実

し
て
過
ご
す
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う

一
つ
は
そ
の
長
い
人
生
を
裏
打
ち
す
る
家
計

は
大
丈
夫
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
収
入

を
得
ら
れ
る
の
は
働
き
は
じ
め
の
二
〇
歳
前

後
か
ら
定
年
を
迎
え
る
ま
で
の
約
四
〇
年
で

す
が
、
一
方
、
生
活
費
が
必
要
な
の
は
人
生

の
終
わ
り
を
迎
え
る
ま
で
を
仮
に
八
〇
歳
と

し
て
も
約
六
〇
年
あ
り
ま
す
。
四
〇
年
の
収

入
で
六
〇
年
分
の
生
活
を
賄
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
人
生
の
収
支
期
間

に
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
の
で
す
。

・
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
定
年
を

六
〇
歳
と
し
て
定
年
後
の
自
由
時
間
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
か
と
い
う
と
、
概
ね
一
〇
万
時

間
も
あ
り
ま
す
（
一
日
一
四
時
間
×
三
六
五

日
×
二
〇
年≒

一
〇
万
時
間
）。
生
涯
労
働

時
間
は
概
ね
八
万
時
間
（
年
間
二
千
時
間

×
四
〇
年
＝
八
万
時
間
）
で
す
か
ら
、
定
年

後
の
自
由
時
間
は
生
涯
労
働
時
間
と
ほ
ぼ
同

じ
く
ら
い
か
そ
れ
以
上
も
あ
る
の
で
す
。
こ

れ
ほ
ど
長
い
時
間
を
単
に
「
余
生
」
と
い
う

こ
と
で
過
ご
す
に
は
あ
ま
り
に
も
長
く
、
何

の
プ
ラ
ン
も
な
く
ぼ
ん
や
り
過
ご
す
と
、
後

悔
の
残
る
人
生
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
も
っ

と
も
、
ひ
と
り
一
人
が
何
歳
ま
で
生
き
る
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て
平
均
寿
命
ま
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で
生
き
る
と
考
え
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

・
定
年
後
の
生
活
の
経
済
的
裏
付
け
で
す
が
、

今
こ
そ
自
助
努
力
が
必
要
で
す
。
公
的
年

金
が
定
年
後
生
活
の
重
要
な
支
え
で
あ
る
こ

と
は
、
六
五
歳
以
上
者
の
収
入
の
中
で
公

的
年
金
の
占
め
る
割
合
が
七
〇
％
で
あ
る
こ

と
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

公
的
年
金
が
こ
れ
か
ら
も
そ
の
支
給
額
が
増

え
て
い
く
と
は
考
え
に
く
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
公
的
年
金
は
世
代
間
の
親
孝
行

制
度
で
す
。
つ
ま
り
、
今
は
少
子
化
の
傾
向

に
な
か
な
か
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
合
計
特

殊
出
生
率
は
一
・
三
二
に
も
な
り
、
一
方
で

は
長
寿
化
が
進
み
、
一
人
の
老
人
を
何
人
の

働
き
手
（
生
産
年
齢
人
口
、
一
五
歳
か
ら

六
四
歳
人
口
）
で
支
え
て
い
る
か
を
み
る
と
、

三
人
の
働
き
手
で
一
人
の
老
人
を
支
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
一

人
の
老
人
を
一
〇
人
が
支
え
て
い
ま
し
た
か

ら
、
相
当
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

・
一
方
、
子
ど
も
が
親
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
確
か
に
、
昔
は
祖

父
母
か
ら
孫
ま
で
の
複
合
家
族
で
あ
り
、
子

ど
も
が
親
の
面
倒
を
み
て
く
れ
ま
し
た
が
、

今
は
核
家
族
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
れ
も
期
待

で
き
ま
せ
ん
。

と
い
う
こ
と
で
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
生

活
資
金
は
退
職
手
当
、
公
的
年
金
を
ベ
ー

ス
に
し
、
そ
れ
で
な
お
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
、

自
助
努
力
す
る
こ
と
が
大
変
肝
要
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

●
長
期
家
計
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る

・
よ
く
あ
る
退
職
セ
ミ
ナ
ー
で
、
年
金
、
退
職

金
等
々
と
バ
ラ
バ
ラ
に
説
明
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
理
解
で
き
な
い
場
合
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
要
は
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
定
年
後
の
家
計
プ
ラ
ン

シ
ー
ト
を
作
成
し
、
考
え
ら
れ
る
収
入
す
べ

て
を
書
き
出
し
て
、
果
た
し
て
自
分
が
使
え

る
お
金
が
い
く
ら
あ
る
の
か
を
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
計
画
表
に
落
と
し
込
ん
で

初
め
て
わ
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

●
長
期
家
計
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

・
六
〇
歳
か
ら
八
〇
歳
ま
で
の
わ
が
家
の
家
計

は
ど
う
な
る
の
か
を
し
っ
か
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
、
収
入

項
目
と
支
出
項
目
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

何
歳
の
時
に
い
く
ら
見
込
め
る
の
か
を
確
認

す
る
こ
と
で
す
。

収
入
と
し
て
は
、
ご
自
身
の
「
退
職
金
」

と
「
共
済
年
金
」
は
い
く
ら
あ
る
の
か
。
ま

た
、
個
人
で
準
備
し
て
い
る
年
金
や
預
貯
金

等
は
ど
う
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
と
い
う
人
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。

こ
れ
を
「
六
〇
歳
か
ら
八
〇
歳
ま
で
の
わ
が

家
の
経
済
プ
ラ
ン
」
の
収
入
項
目
に
記
入
し

て
い
き
ま
す
。

次
に
、
支
出
で
す
が
、
こ
れ
も
収
入
と

同
様
、「
六
〇
歳
か
ら
八
〇
歳
ま
で
の
家
計

プ
ラ
ン
」
に
記
入
し
て
い
き
ま
す
。
世
の

中
で
は
各
種
の
リ
サ
ー
チ
が
行
わ
れ
、
あ
る

調
査
で
は
高
齢
者
の
月
の
生
活
費
は
平
均

二
三
万
円
、
さ
ら
に
豊
か
な
生
活
を
送
る
に

は
三
七
万
な
ど
と
発
表
さ
れ
て
惑
わ
さ
れ
る

人
が
い
ま
す
が
、
本
来
、
自
分
の
生
活
費
は

自
分
で
決
め
れ
ば
よ
い
こ
と
で
、
平
均
な
ど

気
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り

も
自
分
の
収
入
が
い
く
ら
あ
る
か
を
し
っ
か

り
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
い
く

ら
の
生
活
費
に
す
る
か
は
ご
自
身
が
決
め
れ

ば
い
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
最
低

生
活
費
を
確
保
し
て
お
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

子
ど
も
の
教
育
費
、
住
居
費
、
ロ
ー
ン
の
合

平成20年度ライフプラン相談に関する研究会日程表

時間 講演内容等

第１日目  平成20年9月10日（水）

13:00～13:30 受付開始

13:30～13:35
開講挨拶
　ライフプラン協会理事長

13:35～13:45 オリエンテーション 

13:45～16:45
（3時間）

講演と演習
（演題）「相談員業務の基礎知識と技法」
（講師）株式会社パトス
　メイン講師：田中真由美
　アシスタント講師：岬麻紀

17:00～ 情報交換会

第２日目  平成20年9月11日（木）

10:00～12:00
（2時間）

講演「生きがいづくり」
（演題）「人生、勝負は後半にあり！
　　　　～生きがいづくり～」
（講師）田中真澄
　ヒューマンスキル研究所所長、社会教育家

12:00～13:00 休憩（昼食）

13:00～15:00
（2時間）

講演「家庭経済設計」
（演題）「長期家計プランをつくる」
（講師）栗林昭
　アンダンティーノ代表、１級ＦＰ技能士

15:00～ 閉会、アンケート記入解散
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計
四
項
目
の
み
を
支
出
と
し
て
計
上
し
て
お

き
ま
す
。

次
に
は
「
収
入
」
か
ら
「
支
出
」
を
差
し

引
き
し
て「
年
間
収
支
差
額
」を
計
算
し
、「
残

高
累
計
金
額
」
を
計
算
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
は
企
業
会
計
で
い
え
ば
、「
資
金
繰
り
表
」

に
当
た
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
こ
の
資
金
繰
り
表
を
計
算
し

て
も
ら
う
と
、
六
〇
歳
代
前
半
で
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
人
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
典
型
的
な
例
で
は
、
結
婚
が
遅
い
、
住

宅
取
得
が
遅
い
、
さ
ら
に
共
済
年
金
が
六
五

歳
か
ら
し
か
出
な
い
と
い
う
四
〇
歳
代
半
ば

ご
ろ
の
人
た
ち
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
資
金

繰
り
表
で
マ
イ
ナ
ス
が
出
て
し
ま
う
こ
と
は
、

例
え
て
言
え
ば
「
自
分
株
式
会
社
」
が
倒

産
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
に
早
い

う
ち
に
気
づ
い
て
備
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
は
で
き
る
だ
け
若
い
う
ち
か
ら

つ
く
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

・
こ
の
機
会
に
、
個
人
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
そ
の
内
容
を
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う
。
意

外
と
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
加
入
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
四
〇
代
の
多
く
が
共
済

年
金
の
支
給
は
六
五
歳
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ

ま
で
の
対
策
と
し
て
個
人
年
金
で
準
備
す
る

こ
と
も
一
つ
の
手
立
て
で
す
。

・
退
職
手
当
や
公
的
年
金
の
仕
組
み
に
つ
い
て

も
、
よ
く
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

退
職
手
当
は
所
得
税
・
住
民
税
の
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
一
方
退
職
所
得
控
除
な

ど
、
税
制
の
優
遇
も
あ
り
ま
す
。
ご
自
身
の

退
職
金
や
共
済
年
金
の
額
は
ど
れ
く
ら
い
か

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
年
間
収
支
か
ら
残
高
累
計
金
額
を
算
出
し
、

最
終
的
に
は
八
〇
歳
時
点
で
の
差
引
残
高

累
計
金
額
を
導
き
出
し
、
そ
れ
が
「
六
〇
歳

か
ら
八
〇
歳
ま
で
の
間
に
自
分
の
裁
量
で
使

え
る
お
金
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
を

予
算
使
用
計
画
書
に
記
載
し
て
、
定
年
後

の
夢
の
実
現
の
た
め
に
何
に
重
点
投
資
す
る

か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
ま
と
め

・
家
政
学
で
は
、
人
生
の
三
大
支
出
は
①
住
宅

費
用
、
②
こ
ど
も
の
教
育
費
・
結
婚
費
用
、

③
老
後
資
金
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
資
金
は
通
常
の
生
活
資
金
で
間
に
合
い

ま
す
が
、
①
〜
③
の
支
出
に
つ
い
て
は
別
途

手
立
て
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
ま
ず
「
今
現
在
、
お
金
は
い
く
ら
あ
る
の
か
」

を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。「
わ

た
し
の
財
産
簿
」
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

預
金
等
は
金
融
機
関
、
商
品
別
に
書
き
出

し
ま
し
ょ
う
。

当
面
使
う
あ
て
の
な
い
預
金
が
あ
り
、
住

宅
ロ
ー
ン
が
残
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
繰
り
上

げ
償
還
を
検
討
し
て
み
る
な
ど
、
財
産
簿
に

よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
見
え
て
き
ま
す
。

研
究
会
を
終
え
て

今
回
の
研
究
会
は
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
等
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
と
同
じ
く
要
望
の
高

か
っ
た
「
相
談
技
法
関
係
」、「
生
き
が
い
関
係
」、

「
家
庭
経
済
関
係
」
を
講
演
内
容
に
設
定
し
、

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
参
加
者
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
日
頃
の
相
談
業
務
や
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
を
行
う
に
当
た
っ
て
役

立
つ
も
の
で
あ
っ
た
」「
公
私
と
も
に
参
考
に
な

り
充
実
し
た
研
修
だ
っ
た
」
な
ど
、「
参
考
に
な

っ
た
」
と
い
う
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
、
所
期

の
目
的
を
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

「
二
〇
、三
〇
代
向
け
の
家
庭
経
済
設
計
セ
ミ
ナ

ー
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
も
含
め
て
検
討
し
て

ほ
し
い
」「
二
日
間
の
開
催
で
は
出
席
が
難
し
く
、

一
日
に
集
約
し
て
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
貴

重
な
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、

今
後
も
多
く
の
方
に
出
席
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
取
り
組
み
や
す
く
、
か
つ
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
内
容
の
講
義
を
設
定
し
、
当
研
究
会
を
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
で
き
る
よ
う
に
、
力
を
注
い
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
業
務
多
忙
と

は
存
じ
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
当
研
究

会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

協
会
職
員
一
同
、
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！


